
  

- 138 - 
 

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

研研究究内内容容：：    

  

  

  

【【NNCC 旋旋盤盤のの熱熱変変形形補補正正シシスステテムムのの開開発発】】  

工工作作機機械械のの熱熱変変形形対対策策ののたためめ，，少少数数箇箇所所のの温温度度測測

定定値値かからら熱熱変変形形をを予予測測しし，，熱熱変変形形誤誤差差をを補補正正すするる方方法法

ににつついいてて研研究究ししてていいまますす。。  

様様々々なな条条件件にに対対応応可可能能なな熱熱変変形形補補正正シシスステテムムをを，，経経

験験にによよららずず，，低低ココスストトでで迅迅速速にに構構築築可可能能ととすするるたためめにに，，

熱熱変変形形解解析析，，実実験験計計画画をを利利用用ししたた少少数数回回のの試試験験にによよっっ

てて熱熱変変形形予予測測式式をを導導出出すするる手手法法のの開開発発をを目目指指ししてていいまま

すす。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

【【自自律律移移動動ロロボボッットトのの品品質質工工学学にによよるる評評価価】】  

  ロロボボッットト掃掃除除機機にに代代表表さされれるる自自律律移移動動ロロボボッットトがが普普及及

ししつつつつあありりまますすがが，，そそのの性性能能ににつついいてて定定量量的的なな指指標標がが

ななくく，，購購入入時時にに適適切切にに比比較較・・判判断断ががででききまませせんん。。ままたた，，

人人ががいいなないい状状態態でで想想定定外外のの動動作作ををししてて事事故故ににつつななががるる

危危険険ももあありりまますす。。  

本本テテーーママでではは，，品品質質工工学学をを活活用用しし，，実実際際のの使使用用条条件件をを

実実験験条条件件にに取取りり入入れれたた機機能能性性評評価価をを行行いい，，自自律律移移動動ロロ

ボボッットトののロロババスストト性性をを定定量量化化すするるたためめのの評評価価方方法法をを検検

討討ししまますす。。  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

①温度場解析

仮想の発熱を与え複数
箇所の温度変化を推定、
傾向の近い箇所から
代表箇所を決定

②切削模擬試験

③実切削試験
切削油の有無などによる
実験定数の調整と精度確認

all pair法に
よる小数回で
網羅性の高い
実験計画

発熱源

測定
箇所

最適な組合せ
を自動選択

複数条件で
温度・熱変
形量を測定

∆𝑇𝑇1，∆𝑇𝑇2, … 𝐶𝐶 = 𝑎𝑎𝑥𝑥∆𝑇𝑇𝑥𝑥
     +𝑎𝑎𝑦𝑦∆𝑇𝑇𝑦𝑦 + ⋯

熱変形量予測式温度変化
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因因子子

A
因因子子

B
因因子子

C
因因子子

D
1 A2 B3 C1 D1
2 A1 B2 C3 D2
3 A1 B1 C4 D1
4 A2 B1 C2 D2
5 A2 B2 C2 D1
6 A1 B2 C1 D2
7 A2 B1 C3 D1
8 A1 B3 C2 D2
9 A1 B3 C3 D2

10 A2 B2 C4 D2
11 A2 B3 C4 D2
12 A1 B1 C1 D2
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技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・品品質質工工学学をを活活用用ししたた効効率率的的なな実実験験計計画画のの立立案案おおよよびび統統計計的的処処理理にによよるる結結果果分分析析  

・・品品質質工工学学にに関関すするる技技術術相相談談，，生生産産工工程程のの分分析析・・改改善善  
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